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「
一
〇
〇
周
年
御
礼
」

国
府
高
校
同
窓
会

の
皆

さ
ま

に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益

々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
中
し
上
げ
ま
す
。
日

頃
は
同
窓
会
活
動
並
び

に
母
校

の

発
展

の
た
め

に
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続

き

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止

の
た
め
、
や
む
な
く
五
月
の
総
会

と
六
月

の
定
例
委
員
会
を
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
月
の
定
例
委

員
会
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
昨
年
度

の
事
業
報
告
並
び
に
決

算

。
今
年
度

の
事
業
計
画
並
び
に
予

算
は
ご
承
認

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
今
年
度

同
窓
会
事
業
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
総
会

は
昨
年

に

愛
知
県
立
国
府
高
等
学
校
同
窓
会

会
長

小
田
　
伊
佐
浩

（三
十

一
回
生
）

引
き
続
き
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

四
十
三
回
生
を

は
じ
め
と
す

る
担

当
回
生
の
ご
努
力
に
よ
り
、
十
月

の

光
風
会

ゴ

ル

フ
コ
ン
ペ
を
行
う

こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
多

く

の
同
窓
生
が
集
う
機
会
を
作

っ

て
い
た
だ
き
、
改
め
て
四
十
三
回
生

の
幹
事

の
皆
様

に
感
謝
申

し
上
げ

ま
す
。

次
に
、
百
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。
昨
年

の
正

門

。
中
庭
等
整
備
完
工
に
続
き
、
三

月
に
は
、
百
周
年
記
念
誌

「
國
府
百

年
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
「
国
府

校
」

の
百
年

の
歴
史

が
纏

め
上
げ

ら
れ
た
素
晴

ら
し

い
記
念
誌
と
な

り
ま
し
た
。
編
集
に
携
わ

っ
た
諸
先

輩

。
関
係
者

の
方

々
に
感
謝
中
し
上

げ
ま
す
。

そ
し

て

一
年
延
期
と
な
り
ま
し

た
記
念
式
典

・
記
念
講
演
会
は
、
本

年
十
月
三
十
日
に
、
本
校
体
育
館
に

お

い
て
無
事
行
う

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

こ
ち
ら
も
会
場
変
更
を
は
じ
め
、

記
念
講
演
の
事
前
収
録
、
オ
ン
ラ
イ

ン
聴
講
な
ど
設
営
関
係
者

の
努
力

の
賜
物
だ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
来
な
ら
多
く

の
同
窓

の
方

々

を
お
招
き
し
た
か

っ
た
式
典

・
講
演

会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防

の
観
点

か

ら
人
数

の
制
限
を

さ
せ

て

い
た
だ

い
た

こ
と
を
併

せ

て
お
詫
び
申

し

上
げ
ま
す
。

創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
は
、
準
備
委
員
会
立
ち
上
げ
か

ら
足
掛
け
五
年
。
同
窓
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す

る
多
く

の
方

々
の

ご
協
力

に
よ
り
予
定

し

て

い
た
百

周
年
事
業
を
す

べ
て
遂
行
す

る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
島
実
行
委
員

長
共

々
、
重
ね
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

の
影
響

は
ま
だ
ま
だ
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
康

ご
多
幸
を
切
に
願

い
、
ご
挨
拶
と

い

た
し
ま
す
。
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十
月
三
十
日
、　
一
年
延
期
と
な

っ

て
い
た
、
本
校
創
立
百
周
年
記
念
式

典
を
挙
行

い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ

禍

の
中
、
式
典
会
場
と
し
た
本
校
体

育
館

に
は
、
三
年
生

の
み
が
入
り
、

下

二
年
生
は
、
教
室

に
て
オ

ン
ラ

イ
ン
視
聴
す
る
と

い
う
異
例
の
式
典

と
な
り
ま
し
た
。
御
来
賓
に
つ
き
ま

し
て
も
、
で
き
る
限
り
多
く

の
方

々

に
ご
出
席

い
た
だ
き
た
か

っ
た
の
で

す
が
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方

々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
べ
く
、
当
日
の

「
校
長
謝
辞
」
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
記
念
事
業
完
遂
に
あ
た

り
、
す
べ
て
の
同
窓
生

の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長
謝
辞

本
校
は
、
大
正
九
年

「
穂

の
国
」

の
中
心
地
、
こ
の
国
府

の
地
に
設
立

さ
れ
た
宝
飯
郡
高
等
女
学
校
を
前
身

と
し
て
い
ま
す
ｃ
大
正
十
二
年
、
県

立

へ
移
管
、
昭
和
二
十
三
年
新
制
高

校
と
し
て
国
府
高
等
学
校
と
改
称
、

豊
川
市
立
高
等
学
校
と
の
統
合
を
経

て
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

百
年
前

の
生
飯
高
女
設
立
の
機
運

の
高
ま
り
は
、
明
治
十
四
年
県
下
三

番
目
の
公
立
中
学
校
と
し
て
こ
の
同

府

の
地
に
開
校
さ
れ
た
宝
飯
中
学
校

に
遡

る
こ
と

が

で
き
ま
す
ｃ
明
治

十
九
年

の
中
学
校
令
に
よ
り
わ
ず
か

五
年

に
て
そ

の
幕
を
と
じ
ま
し
た

が
、
福
沢
諭
吉
が
視
察
に
訪
れ
る
な

ど
、
近
代
日
本

の
先
進
校
と
し
て
そ

の
名
を
歴
史
に
刻
み
ま
し
た
。
本
校

創
立
百
周
年
記
念
式
典
謝
辞

愛
知
県
立
国
府
高
等
学
校

校
長

伊
興
田
　
万
知

（三
十
三
回
生
）

の
創
立
は
ま
さ
に
、
こ
の
宝
飯
中
学

を
源
流
と
し
、
こ
の
地
域
の
皆
様
か

ら
の
期
待
に
支
え
ら
れ
て
成
し
遂
げ

ら
れ
た
も
の
だ
と
改
め
て
思
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。
　

　

［中
略
］

こ

の
百
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た

り
、
正
門
整
備
、
新

ス
ク
ー
ル
マ
ー

ク
の
創
造
、
国
府
高
女
時
代
の
旧
校

訓
碑

の
発
見
な
ど
、
様

々
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度
に
、
改
め
て
、

創
立
以
来
受
け
継
が
れ
て
い
る
本
校

の
伝
統
と
は
何
か
を
振
り
返
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

そ

の
伝
統
と
は
、
「
自
由
」
闊
達

な
雰
囲
気
と
、
新
た
な
も

の
を
創
造

す
る
力

で
あ
り
ま
す
ｃ
「
自
由
」
と

い
う
言
葉
は
、
校
歌

の
中
に
高
ら
か

に
歌
わ
れ
て
も

い
ま
す
。
自
由
と
は
、

自
己
を
律
し
、
自
ら
が
定
め
た
高

い

志
を
求
め
、
邁
進
す
る
自
由
な
意
思

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「創
造
」
と
は
、

国
府
高
女

の
旧
校
訓
碑

の
三

つ
の
言

葉
の

一
つ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
新

た
な
時
代
を
自
ら
先
頭
に
立

っ
て
創

り
出
す
精
神
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
自

由
と
創
造
を
求
め
る
志
が
、
現
在

の

本
校
の
校
風
の
中
に
脈

々
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
ｃ

本
校
は
、
創
立
百
周
年
を
契
機
と

し
て
、
長
き
良
き
伝
統
、
校
風
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
教
育

の

さ
ら
な
る
充
実

の
た
め
今
後
も
最
善

の
努
力
を
す
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も

一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
お
願

い
申
し
上
げ
、
謝
辞
と

い
た

し
ま
す
。
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令禾回鉾度 同窓会総会・担当回生から寄稿いただきました
1 令和3年度総会は、5月 16日 (日 )に開催

予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大のため昨年度に引き続き、中止とさ

せていただきました。そこで、総会・懇親会の

ため尽力いただいた担当回生の23、 33、 43、

罐 58回生の代表の方からご寄稿いただきました。

■  担当回生には、郵送希望者以外の方も今

回、特別に会報を送付しました。

…

私
達

は
、　
一
九
七

一
年

（
昭
和

四
六
年
）
春

の
卒
業
で
す
。
七
〇
年

安
保
闘
争
、
学
園
紛
争
も
終
焉
を
迎

え
新
た
な
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
こ

の
年
、
同
窓
会
館
（光
風
会
館
）が
着

工
さ
れ
ま
し
た
。

時
が
過
ぎ
て
三
〇
年
。
二
〇
〇

一

年
同
窓
会
総
会

・
懇
親
会

の
幹
事
学

年
に
な
り
皆
様

の
協
力

の
も
と
執
り

行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秋
に

は
九
二

一
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ

ロ
勃
発
。

卒
業
四
〇
年

の
二
〇

一
一
年
に
は

一千

一
一
東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま

し
た
。

そ
し
て
卒
業
五
〇
年

の
今
年
、
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
前

年
に
引
き
続
き
総
会

・
懇
親
会
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

〓 卒
業
か
ら
半
世
紀

二
士
一面
生
　

星
野
　
伸
也

し
か
し
な
が
ら
、
幸

い
に
も
、
去

年

の
創
立
百
周
年

の
記
念
事
業
は
皆

様

の
ご
協
力

・
ご
支
援
に
よ
り
達
成

で
き
ま
し
た
。

私
ど
も
二
十
三
回
生
は
、
今
年
で

き
な
か

っ
た
懇
親
会
を
、
よ
わ

い

七
十
歳
を
迎
え
る
来
年
秋
に
計
画
し

準
備
に
人

っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

の
参
加
と
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

一楔

戚
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早
川
真

一
で
す
。
昨
年
，
卒
業
後

三
九
年
振
り
に
地
元
に
戻
り
ま
し
た

（転
勤
が
多
か

っ
た
た
め
）。
実
家
で

は
家
を
建
て
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い

ま
す

（最
近
自
力

で
大
型
ウ

ッ
ド

デ
ッ
キ
を
製
作
）。

本
宿
を
も
含
む
本
校
学
区
内
は
，

昭
和
五
三
年
当
時
か
ら
は

一
応
変

わ

っ
た
か
で
す
が
，
都
会
と
比
較
す

れ
ば
，
幸
い
昔
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
が

多
い
で
す
。
東
京
の
我
が
元
下
宿
付

近
は
余
り
の
変
わ
り
様
に
少
し
残
念

さ
を
覚
え
ま
し
た
が
，
地
元
に
は
小

さ
い
頃
通

っ
た
そ
ろ
ば
ん
熟
も
未
だ

あ
り
，
自
転
車
で
通

っ
た
通
学
経
路

の
道
は
ほ
ぼ
昔
の
ま
ま
。

一
三
〇
〇
年
前
に
国
府

↑
」く
ふ
）

や
は
り
変
わ
ら
な
い
心
の
故
郷

三
士
一面
生
　

早
川
　
真

一

が
設
置
さ
れ
，
圧
倒
的
に
長

い
歴
史

と
伝
統
，
そ
し
て
人
情
味
も
名
古
屋

等
他
地
域
と
比
べ
て
も
あ
り
ま
す
。

未
だ
ス
タ
バ
も
な
く
，
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
も

カ
ー

マ
の
み
，
高
級
食

パ
ン
の
長
谷
川
は
午
後
四
時
で
も
売

り
切
れ
て
い
な

い

一
方
，
キ
ラ
リ
と

光
る
個
性
的
な
名
店
は
散
在
す
る
な

ど
，
実
に
質
実
剛
健
で
豊
川
ら
し
い
。

イ
ン
テ
リ
振
ら
な

い
と
こ
ろ
も
ま
た

魅
力

（笑
）
。

最
後
に
，
私
は
現
在
弁
護
士
を
し

て
い
す
。
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で

「
豊

川
　
フ
ロ
ー
ラ
法
律
事
務
所
」
で
出

て
来
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ざ

軋

・
一卜

一

・ ．
・．．．．一一

＼
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二
月
十
二
日
か
ら
愛
知
県
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
今
年
の
国
府
高
校
同
窓
会
総
会
、

懇
親
会
は
二
年
連
続
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
四
十
三
回
生
幹
事
団
は
昨

年

の
九
月
か
ら
Ｚ
０
０
Ｍ
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
毎

月

一
度
集
合
し
、
例
年
と
は
違
う
感

染
症
対
策
を
考
慮
し
た
同
窓
会
を
開

催
す
る
べ
く
準
備
を
し
て
ま

い
り
ま

し
た
。

幹
事
会

の
中
で
も

コ
ロ
ナ
禍

の
中

の
開
催
を
中
止
に
す
べ
き
だ
と

い
う

意
見
も
当
然
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
こ
の
伝
統

の
国
府
高
校
同
窓

会
総
会
、
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
現
役
世
代

の
高
校
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
為

の
資
金
が
捻
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
今
回
の
同
窓

会
は
た
と
え
参
加
者
が
例
年
よ
り
も

少
な
く
な

つ
て
も
次
世
代
に
繋
ぐ
同

窓
会
に
し
よ
う
と

い
う
総
意
に
な
り
、

準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
同
窓
会

四
士
一面
生
　

井
指
　
宏
隆

こ
の
準
備
期
間
中
に

一
番
苦
労
し

た
の
が
参
加
募
集
で
し
た
。

コ
ロ
ナ

禍
で
あ
り
、

ハ
ガ
キ
案
内
だ
け
で
は

返
信
も
少
な
く
、
人
数
を
集
め
る
た

め
の
食
事
会
等
も
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
た
め
、
同
窓
会
に
登
録
さ

れ
て
い
る
電
話
番
号
に

一
人

一
人
電

話
連
絡
を
し
、
人
数
集
め
を
行

い
ま

し
た
。
な
か
な
か
つ
な
が
ら
な
い
方
々

も

い
ま
し
た
が
久

々
に
同
窓
生

の
声

を
聞
く
機
会
が
得
ら
れ
た
の
は
貴
重

な
体
験
で
し
た
。

最
後
に
こ
の
同
窓
会
を
企
画
す
る

に
あ
た
り
様

々
な
助
言
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
下
さ

っ
た
先
輩
方
や
、
同
窓
会

の
役
員
、
学
校
関
係
者

の
方

々
に
心

よ
り
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
卒
業
二
十
年

の
年
に
同
級

生
と
の
関
係
を
も
て
た
こ
と
は
今
後

の
人
生
に
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
２
Ｘ
×
×
る
０
◇
９

，
×
×
×
６
◇

昨
年
度
は
、
開
催
を
見
送
り
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
百
周
年
記
念

大
会
と
称
し

て
十
月

一
日

（金
）

に
平
尾
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開

催
し
、
清

々
し

い
秋
空

の
も
と
総

勢

一
二
三
名

の
卒
業
生
が
参
加
し

ま
し
た
ｃ

今
回
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と

し
て
開
催
方
法
を
見
直
し
、
安
全

な
環
境

の
中
で
同
窓
生
と
の
ラ
ウ

ン
ド
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

大
勢

の
方
に
参
加

い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

首軍
言吾

ζ
ペ

た で 方
ら 一 ヘ

と 丸 の
思 と 感
つ な 謝
て つ を
い て 胸

大
切
な
時
間

卒
業
か
ら
十
五
年
、
初
め
て
の
同

窓
会
総
会
、
懇
親
会
．
五
十
八
回
生

事
務
局
で
オ
ン
ラ
イ
ン
打
ち
合
わ
せ

を
し
た
り
久
し
ぶ
り
に
同
期
生
と
連

絡
を
取
り
合

っ
た
り
す
る
中
で
、
懐

か
し

い
記
憶

が
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。陸

上
部
で
仲
間
と
励
ま
し
合

い
な

が
ら
走

っ
た
こ
と
。
部
活
後
、
部
室

で
過
ご
し
た
楽
し
い
時
間
。
大
好
き

だ

っ
た
数
学
や
生
物
な
ど

の
授
業
ｃ

受
験
勉
強
と
称
し
て
友
達
と
教
室
に

居
残

っ
た
こ
と
。
廊
下
に
座
り
込
ん

で
食
べ
た
お
弁
当
．
体
育
祭

の
マ
ス

五
十
八
回
生
　

松
倉
　
春
陽

コ
ッ
ト
作
り
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
文

化
祭
な
ど
の
行
事
。
ど
の
思

い
出

の

中
に
も

一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
友
達

と
恩
師
の
姿
が
あ
り
ま
す
ｃ
そ
ん
な

何
気
な

い
日
常
を
懐
か
し
く
思
う
と

同
時
に
、
そ
の
時
間
の
大
切
さ
を
今

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
今
年
度

の
同
窓
会
総
会
、
懇

親
会
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
開

催
に
向
け
て
尽
力
し
て
く
だ
さ

っ
て

い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
十
五
年
後
に
は
私
た
ち

が
担
当
回
生
と
な
り
ま
す
。
多
く
の

優
勝
者
は
、
二
十
回
生
の
清
水

和
彦
さ
ん
で
し
た
。

次
回
三
十
回
大
会
は
、
令
和
四

年
十
月
七
日

（金
）
の
予
定
で
す
。

四
十
三
回
生
　
大
橋
敦
司
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北
海
道
札
幌
市
に
暮
ら
し
て
三
十

余
年
が
経

つ
。
愛
知
県
か
ら
直
線
距

離
で
約
九
八
〇
キ

ロ
も
離
れ
た
こ
の

街
で
こ
れ
ほ
ど
長
く
暮
ら
す
こ
と
に

な
る
な
ど
国
府

の
学
会
を
卒
業
し
た

約
四
十
年
前
に
は
ま

つ
た
く
想
像
も

し
て
い
な
か

っ
た
。

今
夏
、
こ
の
街
で
当
初
、
予
想
し

て
い
な
か

っ
た
催
し
が
行
わ
れ
た
。

オ
リ

ン
ピ

ツ
ク

の

マ
ラ
ソ
ン
と
競

歩
。
ケ

ニ
ア
の
キ
プ
チ

ョ
ゲ
や
日
本

の
大
迫
傑
、
豊
橋
出
身

の
鈴
木
亜
山

子

（高
校
は
時
習
館
）
ら
が
札
幌

の

街
を
駆
け
抜
け
た
。

東

京

五

輪

な

の

に

札

幌

で
、

二
〇

二
〇
大
会

な

の
に
二
〇
二

一

年
。
こ
の
奇
妙
で
予
想
外

の
巡
り
合

わ
せ
は
二
〇

一
九
年

の
秋

に
突
然
、

会
場
が
札
幌
に
変
わ
る
と

い
う
話
が

持
ち
上
が
り
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に

見
舞
わ
れ
大
会
が

一
年
延
期
さ
れ
る

こ
と
で
起
き
た
と

い
う

の
は
ご
存
知

瘍塚
囃
糀
鶯

超
え
て
ゆ
く
」

〓
平
四
回
生

近
田
　
　
き
［

愛
知
県
豊
川
市
八
幡
町
生
ま
れ

豊
川
市
立
八
南
小
学
校
、
豊
川
市
立
中
部
中
学
校
、
国
府
高
校
、
明
治
大
学

日
本
短
波
放
送

（ラ
ジ
オ
た
ん
ば
、
現
・ス
ン
オ
Ｚ
バ
バ
ロ
）、
北
海
道
文
化
放
送

明
治
大
学
で
は
体
育
会
競
走
部
に
所
属

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
実
況
、
一三
―
ス
な
ど
を
担
当

一九
九
一年
に
入
社
し
た
北
海
道
文
化
放
送
で
は
自
社
制
作
番
組
の
マ
フ
ソ
ン
、
ス
キ

ー
ジ
ヤ
ン
ブ
、
女
子
ゴ
ル
フ
な
ど
を
始
め
ス
ン
ア
レ
ビ
系
列
の
マ
フ
ソ
ン
、
駅
伝
中
継
な

ど
も
担
当
。

一九
九
五
年
の
有
森
裕
子
の
復
活
優
勝
を
始
め

「北
海
道
マ
フ
ン
∠

は

一
九
九
二

年
か
ら
二
〇

一
一
年
ま
で
実
況
ア
ナ
ウ

ンヽ
ス
を
担
当
ｃ
二
〇
〇
一年
の
ベ
ル
リ
ン
了
フ

ソ
ン
で
は
高
橋
尚
子
の
世
界
記
録

（当
時
）
を
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
リ
ポ
ー
ト
し
た
。

二
〇
〇
九
年
十
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
部
に
所
属

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
、
映
像
記
録
、
ス
ポ
ー
ツ

■
―
ス
デ
ス
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
番
組
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
歴
任
３

受
賞
歴

「バ
ッ
ケ
ン
レ
コ
ー
ド
を
越
え
て
」
で
二
〇
〇
八
年
Ｆ
Ｎ
Ｓ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

大
賞
受
賞

Ｃ
印
は
年
次
代
表

（学
年
幹
Ｉ
）

１
組
　
　
　
　
中
付
　
優
典

の
通

り
。

無

観

客
、

沿

道

で

の
観

戦
自

粛
、

コ

ロ
ナ

下
で
、
こ
う
し
た
形
で
五
輪
が
開
催

さ
れ
る

の
も
全
く

の
予
想
外
だ

っ

た
．思

い
返
す
と
私
の
高
校
時
代
に
も

五
輪
に
ま

つ
わ
る

″事
件
″
は
あ

っ

た
。

ア
メ
リ
カ
や
日
本
が
ボ
イ

コ
ッ

ト
し
た
モ
ス
ク
ワ
五
輪

の
開
催
。
五

輪
招
致
に
名
乗
り
を
上
げ
た
名
古
屋

が
ソ
ウ
ル
に
敗
れ
た
の
も
そ
の
頃
の

こ
と
だ

っ
た
。

当
時
、
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
た

私
は
関
東

の
大
学
を
志
望
し
、
箱
根

駅
伝
で
の
活
躍
を
経
由
し
て
五
輪
に

出
場
す
る
よ
う
な
選
手
に
な
れ
る
の

で
は
な

い
か
と
夢
を
描

い
て
い
た
。

名
古
屋
五
輪
な
ら
自
国
開
催
、
地

元
の
五
輪
。

ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
と
呼

ば
れ
る
私
学
な
ど
で
は
な

い
、
公
立

高
校
出
身
と
な
ら
ば
中
国
新
聞
が
大

き
く
取
り
上
げ
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
…
妄
想
は
膨
ら
む
ば
か
り
だ

っ

た
。校

庭
で
の
練
習
の
他
に
、
弘
法
山

の
坂
道
ダ

ッ
シ
ュ
、
遠
見
山
や
五
井

山
の
登
山
道
や
遊
歩
道
、
音
羽
川
の

ほ
と
り
や
旧
東
海
道
、
御
津
街
道
と

そ
の
先

の
御
津
海
岸
な
ど
学
校
周
辺

に
練
習

コ
ー
ス
を
見

つ
け
走

っ
た
。

自
転
車

の
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
、
あ
る

い
は
名
鉄
に
飛
び
乗

っ
て
市
外
に
も

出
か
け
、
他
校

の
練
習
に
飛
び
込
ん

だ
こ
と
も
あ

っ
た
。

た
だ
、
五
輪

の
夢
計
画
な
ど
想
定

通
り

に
行
く

は
ず
も
な
く
高
校

二

年
で
東
海
大
会
に
進
ん
だ
も

の
の
結

局
、
全
国
大
会
は
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
。

名
古
屋
が
敗
れ
自
同
開
催
で
は
な

く
な

っ
た

一
九

八
八
年

の
ソ
ウ
ル

五
輪

の
頃
に
は
も
う
走
る
こ
と
は
辞

め
、
就
職
し
た
ラ
ジ
オ
局
の
編
集
室

で
音
声

ニ
ュ
ー

ス
を

つ
な

い
で

い

た
。
縁
あ

っ
て
北
海
道
に
転
職
、
テ

レ
ビ
放
送
の
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に

な

っ
た
の
が
約
二
十
年
前
．
北
海
道

で
は
ス
ポ
ー
ツ
報
道
を
担
当
、

了
フ

ソ
ン
中
継
で
は
陸
上
部
で
の
経
験
が

生
き
た
。

札
幌
で
の
東
京
五
輪
に
は
直
接
関

わ
る
こ
と
は
な
か

つ
た
が

マ
ラ
ソ
ン

中
継
に
関
し
て
は
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
に

な
れ
た
と

い
う
自
負
も
あ
る
。

高
校
時
代

の
妄
想
は
あ
え
な
く
終

わ

っ
て
し
ま

っ
た
私
だ
が

『夢
を
抱

く
人
た
ち
」

の
姿
を
追

い
か
け
る
側

に
な

っ
た
今
、
予
期
せ
ぬ
こ
と
に
も

立
ち
向
か

い
、
プ
ラ
ス
に
変
え
る
力

に
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

△
否
Ｆ天

副
会
長

△
ム
ユ
副

会
計
監
査

書
記

顧
間

参

与

小
田
伊
佐
浩
　
一局
３‐

原
円
　
利
恵
　
一局
２９

大
島
　
嗣
雄
　
一局
３‐

関
原
　
秀

一
　

一口同
３‐

官
地
　
良
和
　
一局
３４

杉
村
　
大
介
　
一口回
４３

佐
竹
　
裕
子
　
一局
３２

鳥
山
　
淑
子
　
一局
３２

中
山
　
武
久
　
一局
３０

木
村
　
並
日
也
　
一尚
３８

大
谷
　
敏
之
　
一昌
３６

中
村
　
敏
行
　
一局
３６

林
　
　
矩
道
　
一日向
３

和
久
旧
　
強
　
一尚
４

片
桐
　
逸
司
　
一日向
１５

山
脇
　
　
実
　
一日回
１５

伊
典
旧
万
知
　
一尚
３３

山
田
　
介
三
　
一呂
３

大
河
原
略
視
　
一尚
１５

中
島
　
　
剛
　
一日回
２０

恩
田
や
す
恵
　
一日向
２８

２
組

３
組

４
組

５
組

６
組

７
組

影
目
　
桃
羽

青
野
　
大
成

木
下
　
奈
美

伊
藤
　
雅
也

中
円
　
　
葵

鈴
木
　
敬
介

渡
邊
　
実
奈

松
山
　
康
紀

仙
波
　
優
衣

彦
坂
　
幸
志

川
合
　
絢
凡

小
山
　
可
純

鈴
木
美
優
菜

[令和4年度総会 0懇親会]

0日  時 :令和 4年 5月 15日 (日 )

開始時間については、各国生代表からお知らせします。

0会  場 :国府高等学校体育館

◎会  費 :5,000円

0該当回生 :24回生 (卒業50周 年 )

34回 生 (卒業40周 年 )

44回 生 (卒業30周 年)

59回 生 (卒業15周年)

※準備等の都合により当日の中込はできません。

事前にお申し込みください。

(同窓会事務局 (購買)電 話 82-2673)

実行委員長  44回生 栗山  輝

※新型コロナウイルス感染症の状況により変更・

中止する場合がありま九

[ゴルフコンペのお知らせ]

◎日  時 :令和 4年 10月 7日 0
◎会  場 :平尾カントリークラブ

◎定  員 :200名 (予定)

◎申し込み等 :44回生担当から各国生にお知ら

せしま九

○○
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田県立回府高等学校 創 立 100周 年 記 :

令
和
三
年
十
月
三
十
日

（土
）
本
校

体
育
館
に
お

い
て
創
立
百
周
年
記
念

式
典
及
び
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
予
定
し
て
い
た
同
式

典
及
び
講
演
会
で
し
た
が
、
新
型

コ

ロ
ナ
感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら

一
年
延
期
す
る
中
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で

い
か
に
開
催
で
き
る
か
を
実
行
委
員

会
で
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
体

育
館

で
は
席

の
間
隔
を
開
け
た
り
、

一
、
二
年
生
は
、
教
室
で
リ
モ
ー
ト
で

参
加
す
る
な
ど
感
染
対
策
に
万
全
を

期
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
国
歌
演
奏
、
物
故
者

へ
の
黙
祷
、
大
島
実
行
委
員
長
の
挨

拶
、
大
村
愛
知
県
知
事
、
度
会
県
教

育
委
員
、
竹
本
豊
川
市
長

の
来
賓
祝

辞
、
実
行
委
員
会
か
ら
記
念
事
業

の

報
告
、
山
脇
前
同
窓
会
長
が
代
表
し

て
の
感
謝
状
贈
呈
、
生
徒
代
表
に
よ

る
誓

い
の
言
葉
、
校
長
謝
辞
、
校
歌

演
奏
と
厳
粛
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た

創
立
百
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
が

式
典
後
、
生
徒
会
及
び
百
周
年
記

念
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん
が
作
成

し
た
記
念
ム
ー
ビ
ー
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
記
念
ム
ー
ビ
ー
に
出

演
さ
れ
た
同
窓
生

の
渡
辺

い
っ
け

い

さ
ん

（三
十
三
回
生
）
、
中
森
康
弘
さ

ん

（二
十
二
回
生
）、
市
川
和
正
さ
ん

（二
十
九
回
生
）
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た

だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
歴
史
学
者

の
磯

田
道
史
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
都
合
に
よ
り
事
前

収
録
に
よ
る
ビ
デ
オ
で
の
ご
講
演
で

し
た
が
、
「
繋
ぐ

一
〇
〇
年
、
紡
ぐ

一
〇
〇
年
～
穂
の
国
の
国
府

の
学
び

舎
」
と

い
う

テ
ー

マ
で
、
こ
の
地
域

の
歴
史
を
本
校
の
歴
史
に
関
連
付
け

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
創
立
百

周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し

い
ご

講
演
で
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、

国
府
高
等
女
学
校
校
歌
と
回
府
高
等

学
校
校
歌
が
、
生
徒
会
が
作
成
し
た

本
校
百
年

の
ス
ラ
イ
ド
と
共
に
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

麓二ⅢⅢ I

創
立
百
周
年
に
よ
せ
て

創
立
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
委
員
長

大
島

　

嗣

雄

（^
一平

一
回
生

こ
の
度
、
愛
知
県
立
国
府
高
等
学

校
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝

い
中
し
上

げ
ま
す
。

創
立
百
周
年
に
あ
た
り
、
お
陰
様

を
も
ち
ま
し
て
、
以
下
の
記
念
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
正
門

。
中
庭
等
整
備
事
業

創
立
八
十
周
年
時
に
掲
げ
ら
れ
た

～
記
憶
に
残
る
風
景

の
創
造
か
ら
新

た
な
記
憶
の
創
出
～

「
正
門

・
中
庭

等
整
備
事
業
」
が

つ
い
に
完
成
に
至

り
ま
し
た
Э
生
徒
た
ち
は
新
し

い
本

校
の
門
を
く
ぐ
る
た
び
に
、
受
け
継

ぐ
伝
統
を
感
じ
輝
か
し

い
将
来
に
思

い
を
馳
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
ｃ

Ｏ
ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

（Ｓ
Ｉ
）
事
業

同
窓
生
、
在
校
生
、
教
職
員
が
ひ

と

つ
に
な

っ
て
共
有

の
価
値
観
を
導

き
出
し
た
こ
と
は
、
次

の
二
百
周
年

に
向
か

っ
て
大
切
な
道
標
と
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

○
百
周
年
記
念
誌
発
刊

創
立
百
周
年
記
念
誌

「
回
府
百
年
」

を
発
刊

い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
同

窓
生
の
痕
跡
を
可
能
な
限
り
収
集
し
、

百
年

の
軌
跡
を
ま
と
め
上
げ
て
い
ま

す
ｃ最

後
に
、
こ
れ
ま
で
国
府
高
校
に

お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
に

対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
も
国
府
高
校

の
充
実

と
発
展
の
た
め
に

一
層
の
ご
鞭
撻
と

ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
中

し
上
げ
ま
す
。

ご
転
出
の
先
生
方

加
藤
　
雄

一　
　
事
務
長

鈴
木
　
康
真
　
　
教
　
諭

青
竹
　
秀
樹
　
　
教
　
諭

鳥
畠
　
知
之
　
　
教
　
諭

萩
生
　
真
愛
　
　
教
　
諭

鈴
木
　
千
花
　
　
教
　
諭

深
沢
　
国
良
　
　
再
任
用
教
諭

山
口
　
耕
嗣
　
　
再
任
用
教
諭

久
保
　
雅
弘
　
　
再
任
用
教
諭

鈴
木
　
裕
次
　
　
再
任
用
教
諭

森
田
真
理
子
　
　
臨
時
的
任
用
教
諭

小
林
　
真
琴
　
　
一
般
職
非
常
勤
職
員

ご
転
入
の
先
生
方

浅
井
　
智
博
　
　
事
務
長

岡
本
　
篤
史
　
　
教
　
諭

白
井
み
ち
よ
　
　
教
　
諭

鈴
木
　
泰
志
　
　
教
　
諭

吉
川
　
千
尋
　
　
教
　
諭

村
田
真
由
香
　
　
教
　
諭

秋
山
　
華
穂
　
　
教
　
諭

佐
藤
　
莱
保
　
　
教
　
諭

牧
野
　
　
浩
　
　
再
任
用
教
諭

原
田
　
則
夫
　
　
再
任
用
教
諭

松
井
　
秀
成
　
　
再
任
用
教
諭

河
合
　
　
健
　
　
再
任
用
教
諭

原
田
　
雅
紳
　
　
再
任
用
教
諭

三
輪
　
淑
登
　
　
主
　
事

退
職

退
職
、
岡
崎
東
高
等
学
校

へ

退
職
、
知
立
高
等
学
校

へ

豊
丘
高
等
学
校

へ

刈
谷
東
高
等
学
校

へ

西
尾
東
高
等
学
校

へ

豊
橋
南
高
等
学
校

へ

豊
丘
高
等
学
校

へ

退
職

退
職

成
章
高
等
学
校

へ

小
坂
井
高
等
学
校

へ

観
光
振
興
課
か
ら

豊
橋
工
業
高
等
学
校
か
ら

新
城
東
高
等
学
校
か
ら

田
原
市
立
田
原
中
学
校
か
ら

新
城
東
高
等
学
校
か
ら

新
規
採
用

新
規
採
用

新
規
採
用

成
章
高
等
学
校
か
ら

小
坂
井
高
等
学
校
か
ら

小
坂
井
高
等
学
校
か
ら

御
津
高
等
学
校
か
ら

御
津
高
等
学
校
か
ら

新
規
採
用

【訃
報
】
元
同
窓
会
長
和
久
田
強
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た

元
同
窓
会
長
で
同
窓
会
顧
問
和

久
田
強
氏
は
去
る
令
和
三
年
七
月
十

日

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
非
儀
告
別

式
は
、
七
月
十
三
日
家
族
葬
に
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

氏
は
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
平
成

二
年
度
ま
で
の
七
年
間
、
同
窓
会
長

と
し
て
御
活
躍
さ
れ
、
そ
の
間
七
〇

周
年
記
念
事
業
を
成
功
裏
に
収
め
ら

れ
た
ほ
か
、
本
同
窓
会
に
多
大
な
御

尽
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ｃ

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も

に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。



令和3年 12月 15日 国府高校 同窓会会報 第65号 (6)

◆
水
泳
部

尾
崎
琴
羽
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

私
は
高
校
に
入
学
し
た
時
か
ら
ず

つ

と
東
海
大
会
出
場
を
目
標
に
日
々
練
習

に
励
ん
で
き
ま
し
た
ｃ

一
度
も
満
足
す
る
結
果
を
出
す
こ
と

は
出
来
ず
に
高
校
三
年
生
を
迎
え
て
し

ま

っ
た
の
で
、
集
大
成
で
あ
る
今
年
の

夏

こ
そ
は
絶
対

に
結
果
を
出
し
た

い

と
思

い
、
部
活
動
だ
け
で
な
く
自
主
練

習
に
よ
り
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
し

た
。学

業
と
の
両
立
を
し
な
が
ら
東
海
大

会
、
全
国
大
会
出
場
を
呆
た
し
た
姉
の

存
在
も
大
き
な
影
響
で
す
。

私
も
自
身

の
集
大
成
と
し
て
な
ん
と

し
て
も
大
舞
台
で
泳

い
で
終
え
た

い
と

よ
り
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

強

い
気
持
ち
と
今
ま

で
の
努
力
が
実

り
、
県
大
会
で
六
位
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
、
東
海
大
会
出
場
が
決
ま

っ
た
と

き
は
す
ご
く
嬉
し
か

つ
た
で
す
（〕

東
海
大
会
当
日
は
初
め
て
の
大
舞
台

に
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
自
分
の
泳

ぎ
を
し
よ
う
と
心
が
け
全
力
で
泳
ぎ
き

り
ま
し
た
。

自
己
ベ
ス
ト
更
新
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
日
標
達
成
の
た
め
に
全
力
で

努
力
し
て
こ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

応
援
し
て
く
だ
さ

つ
た
方
々
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

◆
水
泳
部
　
顧
問

松
坂
知
洋
先
生
の
コ
メ
ン
ト

本
年
度
、
三
年
七
組
の
尾
崎
琴
羽
さ

ん
が
女
子

一
〇
〇

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
県

大
会
第
六
位
入
賞
し
、
東
海
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
．
昨
年
度
は
新
型

コ
ロ

ナ
の
た
め
、
高
校
総
体
そ
の
も
の
が
予

選
か
ら
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ｃ　
一
年

ぶ
り
の
総
体
に
参
加
で
き
る
こ
と
自
体

に
感
謝
し
な
が
ら
、
参
加
し
た
総
体
予

選
で
し
た
。

東
海
大
会
に
行
け
る
の
は
県
大
会
決

勝
で
八
位
ま
で
で
す
。
東
三
河
予
選
の

タ
イ
ム
で
は
県
で
十

一
位
で
し
た
ｃ
し

か
し
、
決
勝
で
は
前
半
五
Ｏ
ｍ
を
非
常

に
速
く
入

っ
た
の
で
、
後
半
が
ど
う
な

る
の
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
タ

イ
ム
を
落
と
さ
ず
私
学
の
強
一家
た
ち
を

振
り
切

っ
て
六
位
入
賞
で
き
ま
し
た
。

東
海
大
会
で
は
全
体
の
十

一
位
で
全

国
大
会
は
逃
し
ま
し
た
．
し
か
し
、
東

海
大
会
は
行

っ
た
選
手
に
し
か
解
ら
な

い
貴
重
な
体
験
で
、
人
生
の
大
き
な
財

産
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
東
海
大
会
壮
行
会
と
し
て

校
長
先
生
の
激
励
や
同
窓
会
か
ら
の
応

援
を

い
た
だ

い
た
こ
と
、
ま
た
全
校
放

送
で
尾
崎
選
手
な
ら
び
に
水
泳
部
を
紹

介
し
て
頂
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
、）
こ
れ
か
ら
も
部

員
全
員
で
練
習
に
励
み
、
大
き
な
大
会

に
進
め
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
ｃ

部
活
動
結
果
報
告

（十
一
一月
～
八
月
）

※
総
体
や
新
入
戦
に
つ
い
て
は
県
大
会

以
上
出
場
の
成
績
の
み
掲
載

【陸
上
競
技
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
予
選
会

男
子
　
や
り
投
げ
　
　
６
位

４
０
０
ｍ
Ｈ
　
６
位

４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
　
６
位

女
子
　
走
り
幅
跳
び
　
５
位

三
段
跳
び
　
　
６
位

８
０
０
ｍ
　
　
５
位

・
東
三
河
高
等
学
校
１
年
生
大
会

男
子
　
や
り
投
げ
　
　
優
勝

走
り
幅
跳
び
　
優
勝

女
子
　
砲
丸
投
げ
　
　
３
位

【サ
ッ
カ
ー
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会
　
準
優
勝

・
高
円
宮
杯
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

東
三
河
地
区
Ｉ
部
Ⅱ
部
　
優
勝

【卓
球
部
】

・
国
民
体
育
大
会
少
年
の
部

東
三
河
支
部
予
選
会

男
子
　
シ
ン
グ
ル
ス
　
ー３
位

女
子
　
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８

ｏ
東
三
河
卓
球
選
手
権
大
会

男
子
　
学
校
対
抗
　
３
位

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

男
子
　
３
位

・
愛
知
県
高
等
学
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
東
三
河
支
部
予
選
会

男
子
　
準
優
勝

女
子
　
第
３
位

【硬
式
テ
ニ
ス
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

男
子
　
ダ
ブ
ル
ス

ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

【ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

女
子
　
個
人
戦
　
９
位

・
愛
知
県
公
立
高
等
学
校
商
業
科
体
育
大
会

男
子
　
個
人
戦
　
ベ
ス
ト
ー６

【バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

男
子
　
３
位

【剣
道
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

男
子
　
団
体
戦
　
４
位

個
人
戦
　
４
位

女
子
　
団
体
戦
　
４
位

個
人
戦
　
８
位

【弓
道
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

男
子
　
団
体
戦
　
３
位

個
人
戦
　
４
位

女
子
　
団
体
戦
　
予
選
通
過

個
人
戦
　
優
勝

【柔
道
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

男
子
　
団
体
戦
　
３
位

【体
操
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

女
子
　
個
人
総
合
　
準
優
勝

【水
泳
部
】

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
今
体
育
大
会

東
三
河
支
部
予
選
会

女
子
５
０
ｍ
自
由
型
　
　
４
位

５
０
ｍ
自
由
型
　
　
７
位

１
０
０
ｍ
バ
タ
　
　
４
位

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
　
７
位

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
６
位

２
０
０
ｍ
背
い沐
ぎ
　
ｒЭ
位

２
０
０
ｍ
個
メ
ド
　
６
位

・
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
６
位

・
第
６８
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
ーー
位

【書
道
部
】

・
岡
崎
総
合
書
展
書
道
部
門

岡
崎
総
合
書
道
会
賞
　
１
名

奨
励
賞
　
　
　
　
　
　
３
名

水
泳
部
尾
崎
琴
羽
さ
ん
が
東
海
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た

水
泳
部
の
尾
崎
琴
羽
さ
ん
が
、
令
和
三
年
六
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た

愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
、
女
子

一
〇
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
で
六
位
入
賞
し
、
七
月
二
十
四
日
に
三
重
県
鈴
鹿
市
で
行
わ
れ
た
第

六
十
八
日
東
海
高
等
学
校
総
合
体
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(7)第 65号 国府高校 同窓会会報 令和3年 12月 15日

令和 2年度の大学等入試結果および就職状況は次の通りです。第73同生は共通テストが初めて実施されるなど、人試市1度

が大きく変更され、またコロナ禍に伴い、いろいろと制約の多い受験および就職活動となりました。

普通科については、名古屋大1名 (現役)が合格したのをはじめ、国公立大学へ105名 (現役99浪人6)が合格を果たしました。

コロナ禍の影響により受験校は地元志向が強くなる一方で、合格校は東北から九州まで全国に広がっており、自分のやりた

いことを求めて最後まで粘り強く頑張り続けた結果が伺えます。私立大学については、早稲田・明治・法政 。青山学院 。東

京理科・同志社・関西・立命館など県外の有名私立大学をはじめ、南山大44名 、愛知大92名 、名城大134名 など愛知県内の

大学にも多数合格を果たしました。

総合ビジネス科については、名古屋学芸大や愛知学院大、金城学院大等 LЦ 年+1大学をはじめ短人・専門学校への,上学者が

過半数となりました。就職状況は、生徒本人の希望にもとづき、地元の優良企業を中心に事務職・技能職など16名が就職を

しています。

※以 ドの進路状況は、令和 3年 4月 現在、本校で把握しているものです。

【普通科】※例年普通科7ク ラスであるのに対し、第73回生は6ク ラスですので御留意ドさい。

大 学 名 合格者数

山形

茨城

宇都宮

埼玉

富 山 6

金沢 3

福井 1

山梨 1

一
昌

岐阜 3

静岡 20

愛知教育

名古屋 1

名古屋工業

二重

大阪

奈良女子

岡山

鳴門教育

高知

九州工業

大分

宮崎

群馬県立女子

神奈川県立保健福祉

都留文科

富山県立 2

石川県立 1

公立諏訪東京理科 1

長野 1

静岡県立 7

静岡文化芸術

愛知県立

名古屋市立

大阪市立 1

岡山県立 1

広島市立 1

合計 105

東京理科 3

日本 3

法政 6

明治 4

早稲田 1

神奈川 3

東海学院 1

岐阜医療科学

岐阜聖徳学園 16

聖隷クリス トファー 10

愛知 92

愛知医科 1

愛知学院 40

愛知学泉

愛知工科

愛知工業 50

愛知産業

愛知淑徳 32

至学館 7

金城学院 13

修 文

椙山女学園 20

星城

大 同

中京 63

中部 74

東海学園 14

豊田工業 2

豊橋創造 8

名古屋外国語 9

名古屋学院 21

名古屋学芸

名古屋芸術 3

名古屋女子

名古屋商科 1

名古屋造形 1

南 山 44

日本福祉

人間環境

藤田医科 41

名城 134

鈴鹿医療科学

大谷 1

京都外国語 1

同志社

同志社女子 1

佛教

立命館

龍谷

大阪工業

関西 1

近畿

奈良 1

ノ`
 言十 836

【総合ビジネス科】

岐阜市立女子短期

大分県立芸術文化短期 短 期 大 学 名

愛知大短大部

岡崎女子短期

岡崎女子短期 学 校 名 合格者数

豊橋歯科衛生士 1

大原法律公務員 1

大原簿記情報医療 1

東京 IT会計 (名 古屋校 ) 1

名古屋医療秘書福祉 1

中部美容 (岡 崎校 ) 1

辻製菓 1

名古屋モー ド学園

名古屋ウェディング&フラワービューテノー

名古屋スクールオブミュージック&ダンラ 2

名古屋動物 1

合  計 12

学 校 名 合格者数

愛知県立総合着護 1

県立愛知看護 1

豊橋市立看護

愛知厚生連更生看護

安城碧海看護

中部労災看護

名鉄看護

名古屋医専

東海医療学園

静岡医療科学

日本大学医学部附属看護

名古屋医健スポーツ

中京法律

あいち造形デザイン

名古屋ファッション

名古屋スイーツ&カ フェ

愛知ペッ ト専門学校 1

日本ヒューマンセレモニー 1

合計

就 職 先 人数

愛知東農業協同組合 事務 1

株式会社近藤製作所 技能 2

株式会社ごんだ 事務 1

株式会社サンヨネ 販売 1

株式会社東海理化電機製作所技能 1

株式会社豊橋設計 事務 1

株式会社フタバ須美 技能 1

株式会社三河イエローハット 事務 1

株式会社レンドバロン 事務 1

豊川信用金庫 事務 1

日本郵便株式会社東海支社事務 3

ひまわり農業協同組合 事務 1

有限会社レアールイワイサービス 1

合計 16

愛知県警察事務

シモハナ物流株式会社

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

大 学 名 合格者数

青山学院 2

大東文化 2

大正

中央

帝京 1

東海

東京農業

短期大学名 合格者激

大月短期 1

1

合計

短期大学名 合格者数

名古屋短期 1

2

合計

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

就 職 先 人数

1

豊橋市役所 1

1

合計



令和3年 12月 15日 国府高校 同窓会会報 第65号 (8)

同窓会総会担当回生

高33回 生   200,000円
高43回生    50,000円
高58回 生    10,000円

※高23同生については来年度寄付予
定です。

「同窓会活動協力支援」 寄付金
302名         955,380円

隋今回、 1枚又は 2枚の振込用紙を同封いたしました。

瘍 1枚は、令和 4年度の会報 66写^～ 令和 6年度の会報 68
弓^ま での郵送代金振込用紙です.(既に振 り込まれた方には、

同封 していません。)

振込先 :垂『便局  00830-2-53271
鯰 もう 1枚は、「同窓会活動協力支援J 寄付募集の振込用紙

です。随時・適時に、よろしくお願い中し上げます。

振込先 :垂『便局  00860-7-215194
※令和4年 1月 17日 より郵便局から現金で振り込む場合、料金 (110円 )

が払込者負担として加算されます.

念  夢   itaki SPace Factory

Architectural Designミ タキスペースファクトリー

画 Fun帯蠅
代表 井  上  貴  仁 (第 43回 生 )

井 上 暁 子 (第 43回 生 )

〒442-0029豊 1 市末広通3‐ 16-1
TEL FAX(0533)80-0066
http://www m tak net/

言こた写真・証明写真・出張撮影‐■|||

スクールフォト・カラープリントBp曰 仕上げ

名 鉄 国 府 駅 前
‐

鈴 木 写真 館

般

林 F口 昴 J

林 久美栄 (卜1高 131可 )

林 久 子 (国高38回 )

豊川市久保町下屋敷 39番地
T tt L(0533)88-2281
FAX(0533)88-6299

帳
輩〈
大大■DКr"I18暫 露 レL

株ま会」|ヽ〕』蝋』じョン
http1//www hakuyo‐ grOuP com/
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三重県英虞湾真珠協会

善 鑢志∫撫匙 ミト小日鉄工所
代表取締役

小田 伊佐浩
(31回 生 )

〒4410321

豊川市御津町広石五反 田31番地

TEL 0533-76-2720  FAX 0533-76-3093

おかげさまで倉1立 90周年
総合建設業

(株)柘植建設
柘植 敬介 (第43回生 )

豊川市久保町向田1番地の 10
TEL(0533)88-3207

Wwa椛
ワルツ株式会社

片 桐  逸  司 (国高15回 )

片 桐  近  義 (国 高17日 )

本社 〒441_8077÷ 橋市神野新||1町二の割21
Tel(0532)33-3510  Fax(0532)33-3515

町誠轟 1

癒

一馨

◆自動車内装用部品製造◆
◆工業化住宅用部品製造◆

● 宇椰宮三諄株式全稚
土 井 義 昭 (国 高8卜可)

本  社 ′豊川市大木町柏木2番地1

8 (0533)93-2626(代
'新城工場′新城市八名井字赤松1番7

だヽ (0536)26-168011t)

熊 谷 園 芸
熊谷 隆 (第42回生 )

〒442-0804豊 川市二葉町中西浦26
丁匿L (0533)89-2552

宮地総合保険

:

×

“

≫Os
代表 宮地良和

(第 34回 生 )

宮地 歌奈子 (第 35回 生 )

山下 由紀 (第 35回 生 )

豊 川市 豊 川西 町 58

(豊川稲荷正門北150m)

画面0120-86-2414

■■・ 賛豪露村銀 五 人

利久田歯科医院
高35回生 和久田 交史

豊川市蔵子 1丁 目 26番地 44

TEL 0533-86-3465

□い●L園 吾角
|ヽ ノユ,||・:`[Jt  '「  1旨   1( 「1 ■111311111

1卜  1旨   )t  十己 ■111■ |1111

'「

 1旨  |々り  」̀1111,||■ |

餞 犠 議
会 社 杉 村 塗 装

杉 村 大介 篠43回り
〒442‐ 0845 豊川市国府町上河原41番地の 2

TEL0533-87-5410  http://vJwⅥ ′peintre co jp

ご寄付ありがとうございました

(株)英虞湾真珠協会エンタ…プライズ
代 表取締 役 ‐協 会常務 理事 竹本  潤 26回 生

豊川市八幡町本郷

| お客様ご案内センター

'0533-87 3703

一脚Ⅲ角・・・


